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　本計画では、主に警察庁の「自殺統計」と厚生労働省の「人口動態統計」の２種類を
用いています。

警察庁の「自殺統計」

◆調査対象
　総人口（日本における外国人も含む）を対象としています。
◆調査時点
　発見地を基に自殺死体発見時点（正確には認知）で計上しています。
◆自殺者数の計上方法
　捜査等により自殺であると判明した時点で計上しています。

厚生労働省の「人口動態統計」

◆調査対象
　日本における日本人（外国人は含まない）を対象としています。
◆調査時点の差異
　住所地を基に死亡時点で計上しています。
◆自殺者数の計上方法
　自殺、他殺あるいは事故死のいずれか不明の時は自殺以外で処理しており、死亡
　診断書等について自殺の旨の訂正報告がない場合は、自殺に計上していません。

　＜統計データの留意点＞
１　「自殺死亡率」とは、人口１０万人当たりの自殺者数です。
２　「％」は、それぞれの割合を小数点第２位で四捨五入して算出しているため、全
ての割合を合計しても１００％にならないことがあります。

第 3 章　東京都の自殺現状（特徴） 
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１　統計データから見る東京都の現状

（１）全体的な状況
●　全国の自殺による死亡者数は、平成 28年には約２1,000 人と前年より減少して
いますが、依然として高い水準にあります。
●　東京都の自殺死亡者数は、平成 10年以降、平成 25年までの 15年間はおおむね
2,500 人から 2,900 人で推移し、平成 23年をピークに減少傾向に転じ、平成 28
年は 2,045 人となっています。

図１　自殺者数の年次推移（全国・東京都）

図２　男女別の自殺者数の年次推移（東京都）
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●　世界保健機関（ＷＨＯ）の統計を基に、厚生労働省が取りまとめた主要８か国の
自殺死亡率をみると、平成 26年（2014 年）の日本の自殺死亡率は 19.5 であり、
ロシアに次ぎ、２番目に高い状況です。

●　東京都の自殺死亡率は、平成 23年をピークに減少傾向に転じ、全国と比較しても
低い状況にあります。
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図４　自殺死亡率の年次推移（全国・東京都）

図３　主要国の自殺死亡率（厚生労働省「自殺対策白書」）

資料：厚生労働省「平成 29年版自殺対策白書」

資料：人口動態統計
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●　平成 28年の都道府県別の自殺者数をみると、東京都は 2,045 人となっており、
全国の自殺者数 21,017 人に占める割合は、9.7％です。これは、東京都の全国に占
める人口割合と比べ低いものとなっています。
●　平成 18年の東京都の自殺者数は 2,510 人と、全国の 29,921 人に占める割合は
8.4％でした。
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図５　都道府県別の自殺者数（平成 28 年）

図５－２　都道府県別の自殺者数（平成 18 年）
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（10.7％）

【参考】平成 28 年の人口

資料：人口推計（平成 28年 10月）

参考：10 年前（平成 18 年）

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計
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●　平成 28年の自殺死亡率を都道府県ごとに比較すると、東京都は 15.5 であり、全
国平均の 16.8 よりも低くなっています。
●　また、平成 18年の都道府県別の自殺死亡率においても、全国平均よりも低くなっ
ています。
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図６　都道府県別の自殺死亡率（平成 28 年）

図６－２　都道府県別の自殺死亡率（平成 18 年）

参考：10 年前（平成 18 年）

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計
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（２）性別・年齢別の特徴
●　平成 28年の男性の自殺者数は、女性の約２倍となっています。
　　年齢階級別の自殺者数では、男性・女性ともに 40歳代が最も多く、次いで 50歳
代が２番目に多くなっています。
●　平成 18年と比較してみると、男性は 10歳代、80歳代を除き、減少傾向にあり
ますが、女性は 20歳代、30歳代を除き、増加傾向又は横ばいです。
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図７　性別・年齢階級別の自殺者数（平成 28 年、東京都）

図７－２　性別・年齢階級別の自殺者数（平成 18 年、東京都）

参考：10 年前（平成 18 年）

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計
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●　自殺者の年齢構成（全国との比較）
　　東京都は 30歳代以下の人口割合が 37.2％と全国（33.4％）と比べて高いことか
らも、東京都は 30歳代以下の自殺者が全体の 28.3％と、全国の 25.5％よりも高く
なっています。
　　また、平成 18年と比べると、30歳代以下の自殺者数の割合が、全国では 26.5％
から１ポイント減のところ、東京都は 32.3％から４ポイント減となっています。
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図８－２　自殺者の年齢構成（平成 18 年、全国・東京都）
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図８　自殺者の年齢構成（平成 28 年、全国・東京都）

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計

10 歳～ 19歳 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 70歳～

全国 9.9% 10.5% 13.0% 16.3% 13.3% 15.9% 21.1%

10歳～ 19歳 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 70歳～

東京都 8.4% 13.0%

33.4%

37.2%

15.8% 18.2% 13.4% 13.1% 18.1%

【参考】人口の年齢構成

資料：人口動態統計

参考：10 年前（平成 18 年）
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●　平成 28年の年齢階級別の死因をみると、10歳代から 30歳代までの死因の第 1
位は「自殺」となっています。

10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代

１位 自殺 自殺 自殺 悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物

人数 割合 54 43.2% 239 51.3% 286 40.0% 815 32.9% 2,077 42.3% 6,142 48.5%

２位 不慮の事故 不慮の事故 悪性新生物 自殺 心疾患 心疾患

人数 割合 18 14.4% 44 9.4% 208 22.5% 379 15.3% 518 10.6% 1,441 11.4%

３位 悪性新生物 悪性新生物 心疾患 心疾患 脳血管疾患 脳血管疾患

人数 割合 16 12.8% 36 7.7% 65 7.0% 254 10.3% 400 8.2% 846 6.7%

４位 肺炎 心疾患 不慮の事故 脳血管疾患 自殺 肺炎

人数 割合 4 3.2% 25 5.6% 51 5.5% 228 9.2% 353 7.2% 438 3.5%

５位
心疾患

脳血管疾患
インフルエンザ
ヘルニア及び

腸閉塞

脳血管疾患 脳血管疾患 肝疾患 肝疾患 肝疾患

人数 割合 2 1.6% 7 1.5% 40 4.3% 136 5.5% 268 5.5% 399 3.2%

表１　年齢階級別死因（平成 28 年、東京都）

資料：人口動態統計
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●　年齢階級別自殺者数の年次比較
　　全体的に減少しているものの、15歳から 19歳までの自殺者数は、増加傾向にあ
ります。また、70歳以上の自殺者数は、平成 25年に増加しましたが、平成 28年
においては、平成 22年と同程度になっています。

●　平成 28年の東京都の年齢階級別自殺死亡率を全国と比較すると、男性について
は、ほぼ全ての年齢階級で全国平均よりも低くなっています。一方、女性については、
ほぼ全ての年齢階級で全国平均よりも高くなっています。
●　男性では、70歳代前半が最も高く、次いで、50歳代後半、60歳代前半が高い状
況です。女性は、男性と比較して年齢階級による差は少ないですが、50歳代後半、
70歳代前半がやや高くなっています。
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図９　年齢階級別自殺者数の年次比較（東京都）

図 10　年齢階級別自殺死亡率（平成 28 年、全国・東京都）

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計
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●　50歳代から 60歳代までの自殺死亡率は減少傾向にありますが、平成 28年でも
20.0 を超え、全体（15.5）より高くなっています。
●　15歳から 19歳までの自殺死亡率は増加傾向にあります。
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図 11　年齢階級別自殺死亡率の推移（東京都・総数）

図 12　年齢階級別自殺死亡率の推移（東京都・男性）

図 13　年齢階級別自殺死亡率の推移（東京都・女性）

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計
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（３）自殺者の自殺未遂歴の状況（自殺未遂歴の有無の男女比較）
●　男性の既遂者のうち、自殺未遂歴がある者は、全体の約１割です。女性の場合は、
自殺未遂歴がある者が約３割で、男女の差が大きくなっています。

●　年齢階級別で自殺未遂歴の有無をみると、自殺未遂歴がある者は、男性・女性と
もに 30歳代が一番多くなっています。
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図 14　自殺者の自殺未遂歴の有無（平成 28 年　東京都）

図 15　自殺者の自殺未遂歴の有無（平成 28 年　東京都・男性）

資料：警察庁統計

資料：警察庁統計

資料：警察庁統計

東京都・男性

図 16　自殺者の自殺未遂歴の有無（平成 28 年　東京都・女性）東京都・女性
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（４）職業別の自殺者数の推移
●　職業別の自殺者数をみると、「無職者」が一番多く、次いで「被雇用者・勤め人」となっ
ています。全体的に減少傾向にありますが、「学生・生徒等」については横ばいです。

（５）自殺の原因・動機
●　警察庁の統計によれば、都内で発生した自殺の原因・動機は、「健康問題」が最も
多く、次いで、「経済・生活問題」、「家庭問題」の順となっています。
●　男性は、女性よりも「経済・生活問題」や「勤務問題」による自殺割合が高くなっ
ています。
●　20歳未満では、「学校問題」を原因・動機とする自殺が多くなっています。

資料：警察庁統計

「警察庁『自殺統計』より厚生労働省自殺対策推進室作成」資料に基づき都作成
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図 17　職業別自殺者数の推移（東京都）

自殺者数 家庭問題 健康問題 経済・
生活問題 勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳

総

数

人数 2,224 260 1,000 298 177 94 40 75 770

割合 ― 11.7% 45.0% 13.4% 8.0% 4.2% 1.8% 3.4% 34.6%

男

性

人数 1,445 134 515 250 155 59 30 50 553

割合 ― 9.3% 35.6% 17.3% 10.7% 4.1% 2.1% 3.5% 53.2%

女

性

人数 779 126 485 48 22 35 10 25 217

割合 ― 16.2% 62.3% 6.2% 2.8% 4.5% 1.3% 3.2% 27.9%

表２　自殺の原因・動機の状況【複数回答】（平成 28 年、東京都）
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●　健康問題の内訳をみると、「病気の悩み・影響（うつ病）」が 42.5％と最も多く、
次いで「病気の悩み（身体の病気）」が 27.1％となっています。
　　特に、男性は「病気の悩み（身体の病気）」が 31.8％と全体より高く、女性は「病
気の悩み・影響（うつ病）」が 47.4％と全体より高くなっています。

●　なお、「自殺は平均４つの要因（危機因子）が重なって起きている」という調査結
果（「自殺実態白書 2008」ライフリンク）もあり、自殺の原因を単純化することは
できないと言われています。

「警察庁『自殺統計』より厚生労働省自殺対策推進室作成」資料に基づき都作成

（人）

性別 男性 女性
年齢

20 歳
未満

20 ～
29 歳

30 ～
39 歳

40 ～
49 歳

50 ～
59 歳

60 ～
69 歳

70 歳
以上 不詳 20 歳

未満
20 ～
29 歳

30 ～
39 歳

40 ～
49 歳

50 ～
59 歳

60 ～
69 歳

70 歳
以上 不詳

家庭問題 6 9 17 36 21 15 30 0 5 7 26 27 19 19 23 0

健康問題 8 50 57 81 82 110 127 0 6 37 61 102 83 69 127 0

経済・生
活問題 0 31 30 52 71 45 21 0 0 3 8 11 15 6 5 0

勤務問題 0 41 22 42 31 16 3 0 0 6 4 5 6 1 0 0

男女問題 4 22 20 6 3 2 2 0 2 13 11 6 3 0 0 0

学校問題 14 16 0 0 0 0 0 0 6 3 1 0 0 0 0 0

その他 4 14 8 7 2 7 8 0 2 6 3 1 4 5 4 0

不詳 17 70 100 90 92 87 94 3 5 17 43 41 25 37 49 0

表３　自殺の原因・動機（性・年齢階級別、平成 28 年、東京都）

原因・
動機

「警察庁『自殺統計』より厚生労働省自殺対策推進室作成」資料に基づき都作成

男性 女性 合計

人数 割合 人数 割合 人数 割合

病気の悩み
（身体の病気） 164 31.8% 107 22.1% 271 27.1%

病気の悩み・影響
（うつ病） 195 37.9% 230 47.4% 425 42.5%

病気の悩み・影響
（統合失調症） 51 9.9% 68 14.0% 119 11.9%

病気の悩み・影響
（アルコール依存症） 16 3.1% 2 0.4% 18 1.8%

病気の悩み・影響
（薬物乱用） 3 0.6% 1 0.2% 4 0.4%

病気の悩み・影響
（その他の精神疾患） 71 13.8% 58 12.0% 129 12.9%

身体障害の悩み 9 1.7% 11 2.3% 20 2.0%

その他 6 1.2% 8 1.6% 14 1.4%

合計 515 485 1,000

表４　「健康問題」の内訳（平成 28 年、東京都）
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（６）地域の状況
●　区市町村別の自殺者数及び自殺死亡率をみると、居住地別と発見地別で大きな差
が生じるなど、それぞれの自治体の特徴に応じた対策が求められます。

資料：警察庁統計
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図 18　区市町村別の自殺者数（平成 28 年）居住地別
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資料：警察庁統計
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図 18 －２　区市町村別の自殺者数（平成 28 年）発見地別
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資料：警察庁統計

※自殺死亡率は、人口 10万人当たりの自殺者数であり、人口規模が小さい自治体は、自殺者数が少数であっても、高くなります。
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図 19　区市町村別の自殺死亡率（平成 28 年）居住地別
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資料：警察庁統計

※自殺死亡率は、人口 10万人当たりの自殺者数であり、人口規模が小さい自治体は、自殺者数が少数であっても、高くなります。
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図 19 －２　区市町村別の自殺死亡率（平成 28 年）発見地別
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２　意識調査結果

　自殺対策に関する意識調査（インターネット福祉保健モニターアンケート）
　今後の自殺対策の取組を進めていく際の参考とするため、福祉保健モニターに登録
している方を対象に、自殺対策に関する意識等についてアンケート調査を実施しまし
た。

　【対象モニター数】：451名
　【有効回答数】：296名
　【回答率】：65.6％
　【方法】：インターネット (モニターがアンケート専用サイトから回答を入力 )

◆　自殺対策が自分自身に関わる事だと思うか聞いたところ、「思う（「そう思う」と「ど
ちらかといえばそう思う」の合計）と答えた人は約 56％でした。

◆　自殺防止対策を推進した方がよいと思う、地域の機関はどこだと考えるか聞いたと
ころ、「小学校・中学校」が約 73％、次いで「高等学校・高等専門学校」が約 64％、「医
療・福祉・法律・その他相談窓口等の専門機関」が約 63％でした。（複数回答）

区市町村

大学・専門学校

ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）等の民間団体

警察・消防

民生委員・児童委員

町内会・自治会等の自治組織

その他

企業

小学校・中学校

高等学校・高等専門学校

医療・福祉、法律、その他相談窓口等の専門機関

【全体】（Ｎ=296） 

【全体】（Ｎ=296） 

そう思う
25.7％

どちらかといえば
そう思う
30.4％

わからない
（関心がない）

2.0％

どちらかといえば
そう思わない
23.0％

そう思わない
18.9％

区市町村

大学・専門学校

ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）等の民間団体

警察・消防

民生委員・児童委員

町内会・自治会等の自治組織

その他

企業

小学校・中学校

高等学校・高等専門学校

医療・福祉、法律、その他相談窓口等の専門機関

【全体】（Ｎ=296） 

【全体】（Ｎ=296） 

そう思う
25.7％

どちらかといえば
そう思う
30.4％

わからない
（関心がない）

2.0％

どちらかといえば
そう思わない
23.0％

そう思わない
18.9％
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